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金楽寺健康教室
　支部で震災対策として取り組む、金楽寺復

興住宅での健康教室を９月 28 日に開催。今回

は「心臓疾患」をテーマに、おおはら内科循

環器科クリニック（稲葉元町）の両角隆一先

生が講師を務め、入居者 10 人が参加した。

　日本人の死因でガンの次に多いのが心疾患

であり、高血圧は心疾患のリスクを高めるた

め、血圧を下げる降圧剤を服用するといった

治療法を紹介した。喫煙や肥満は、血管合併

症のリスクを高めるため、運動不足、過食・

食塩の過剰摂取、飲酒など生活習慣を改善す

る必要があると呼びかけた。また血管や臓器

の疾患は自覚症状が出にくいため、少し動いただけで動悸がしたり、不整脈など不安があれば積極

的に検診を受けるようアドバイスをした。

高血圧予防の取り組みなど質問が多く出された

県立塚口病院の充実と尼崎市及び阪神地域の医療を考える会　

第５回総会・記念学習会のご案内　
　兵庫県は県立尼崎病院と塚口病院を統合し、旧尼崎産業高校敷地に７３０床の新病院建設を進めて

います。県塚の会は、この新病院建設は市民、県民の声を一定反映されたものと受け止めていると評

価しています。尼崎市及び阪神地域の医療を充実させる立場から、「県立塚口病院の充実と尼崎市及び

阪神地域の医療を考える会」第５回総会記念学習会を開き、現場からの報告などから今後の取り組み

などを話し合いたいと思います。　　　　         日時　１０月６日（土）午後 2 時～ 3 時 20 分　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　  場所　健康開発センター　ハーティホール（１階）

報告　綿谷茂樹医師（わたや整形外科院長）
　　　　　「開業医から見て、塚口病院がなくなった後の問題点」、
　　　　　「尼崎市医師会からの提案」
　　　現場の声（ケアマネージャーを予定）
　　　　　「在宅介護・医療の実態」
　　　宮田静則氏（兵庫県会議員）
　　　　　「兵庫県が考えている医療体制の今後の方向」

中学校卒業まで医療費の無料化と中学校給食の完全実施を求める陳情

尼崎市議会議長　様

　陳情趣旨

貧困と格差が子どもの成長に大きな影を落としています。

尼崎市は、65 歳までに亡くなる人の割合が県下できわめて高いです。基礎的体力を一番つけなけ

ればならない中学生の「成人病」治療や急性疾患の早期治療は特に大切ですが、「窓口負担が困難」

という理由で治療をうけさせたくても出来ない世帯が増えているのが実態です。

　また、西宮市は、外来・入院とも中３まで医療費無料であり、西宮市への転出の要因にもなってい

ます。西宮市と同じように、中学校卒業までの外来の医療費も無料にしてください。

市が 2009 年に行った「食育」のアンケートでは、朝食の欠食率が、小学生から高校生で、全国平

均の 2 ～ 2.5 倍です。また、別の調査では中学生の 20％が弁当を持って行っていません。食事は学

力に大きな影響を与えると言われています。子どもの「成人病予備軍」をなくすためにも、「食育」

の生きた教材となる中学校給食の完全実施は緊急の課題であり、全国的にも「中学校給食はあるのが

当たり前」になっています。

中学校給食が西宮市にあって尼崎市にないのも、西宮市への転出の要因になっています。

尼崎市は現役世代の転入促進を目指していますが、2006 年から 5 年間で 825 人の小学生が減って

おり、子育て施策の充実が強く求められます。

若い世帯が尼崎に住み続けられるためにも、陳情事項の実施を早期に求めます。

陳情項目
1、中学校卒業までの子どもの医療費を無料にしてください。
2、中学校完全給食を早期に実施してください。

氏　　　名 住　　　　　　　　所

* この署名は、陳情の目的以外には使いません。

中学卒業までの医療費無料化・完全給食を求める会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取扱い団体（　　 兵庫県保険医協会 　　　）

学習会後、３時 30 分より

第 5回総会を開催いたしま

す。そちらも併せてご参加

ください。

兵庫県保険医協会　　　

尼崎支部ニュース
                  〒 660-0055　尼崎市稲葉元町 2－ 11 － 10　八木クリニック内
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月曜日　使い捨てコンタクトレンズの注意

火曜日　介護保険改定後の問題点

水曜日　積極的に受けよう　インフルエンザワクチン

木曜日　内視鏡による消化器手術

金土日　妊娠と飲み薬の影響

通話料無料　（0120）979-451健康情報テレホンサービス

※テレホンサービスは、協会ホーム

ページでもご覧いただけます。既放

送分も掲載しています。　　

http://www.hhk.jp/　

＜ 10 月のテーマ＞ (8 日 ( 月 ･ 祝 ) は金土日のテーマを放送 )

第 464回幹事会だより
8 月 24 日（金） 於 JR 立花「宝」　参加：10 人

○ 尼崎支部の会員数と組織率
　8/23 現在　医科 381 人、歯科 135 人

○ 医療をめぐる情勢と運動対策
　アスベスト被害裁判、こども病院移転問題などについて意見交換した。

○ 当面の支部活動
　11 月 10 日（土）文化企画「秋の武庫川散策」を開催予定。

○ 次回の幹事会
　　9 月 28 日 ( 金 )20 時から阪急園田「王府楼」で開催。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　お問い合わせは℡ 078-393-1805 長澤まで　

中学校卒業までの医療費の無料化と中学校給食の完全実施を求める陳情

ご協力のお願い
　

　支部が幹事団体として加盟する尼崎民主市政の会では、中学校卒業までの医療費の無料化と中
学校給食の完全実施を求める運動を行うため、加盟団体を中心に「中学校卒業までの医療費無料
化・完全給食を求める会」を発足させた。これまで、食育を学ぶ市民学習会や子どもの健康をテー
マにしたシンポジウムを開催し、完全給食や医療費無料化の実施が子どもの発育に与える影響を
広く訴えてきた。
　隣りの西宮市は、外来・入院とも中学校卒業まで医療費無料であり、中学校給食も実施してい
る。尼崎市では、早世率、子どもの朝食の欠食率が相対的に高く、支部も参加する同会では医療
費無料化や完全給食の実施が急務としている。
　若い世代が安心して子どもたちを健やかに育てる市政をつくるため、上記二つの課題の要求実
現を掲げた「中学校卒業まで医療費の無料化と中学校給食の完全実施を求める陳情」署名に是非
ご協力いただきたい。

　　　　　　　※署名用紙と返信封筒を別途お送りする予定です。あわせてご協力をお願いします。

　　　　　　　※署名用紙の追加をご希望の場合は、協会事務局までご連絡ください。
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